







































多くの教師は、人 こうせよ、と自信をもっていえるだけの識見 く、巧みに学生をあざむいていた かもしれない。外国人の立場から 英米の文化や文学を学ぼうとするとき、ど ような研究方法があるのか。またそれをおこなう最良の方法があ としたら、
それはいったいどのようなもの のか。
わたしは日本における外国文化、外国文学のうちでも、 くに英文学研究に焦点をあわせ、英文学研究の過去と現状とをきわめ、将来あるべき




















































三冊 　訳者・発行所不詳 　寛永十六年（一六三九） 。
『伊曾保物語』
……


























































































































































































































































































































英語をまなぶ者は、英語の魂をくらい、生きた英語をまなぶことに ねに心を配らねばならぬと ている。斎藤にとって “語学” “文学”








































文学はもともと、読んでたのしむために創られたもので り 研究 対象ではなかった。が、文化全体の進歩にともない、外国文学も（……）
文学といったふうに分化し、英文学、仏文学、独文 といったものが誕生した。その結果、われわれ日本人 不忠実な あやしいインチキ 研究をおこなうことをはじめて、年ひさしい。それは功名 ためにではなく、多くは研究業績をあげるためであった。
本来、外国文学研究は、語学のしっかりとした、感受性 富んだ、天分ゆたかな、才気非凡なるものがおこなってこそ、たしかな成果をあげう
るものである。
象牙の塔における英 そのものを虚心にながめ とき それ いうまで なく教育と鑑賞と研究が中心である そし 一国の文学を究めるに
は、その国の言語をもいっしょに学ぶ必要がある。つまり文学をまなぶことと語学を学ぶことを同時にせねばならぬということである。
明治時代、日本人の英文学研究はどうあるべきか 方法論をふくめて正面か 論じた記事とわたしはまだ出会っていないが、大正期に入ってよ














































































































ついで東北、九州、朝鮮の三帝国大学に英文科が新設され 英文学の“専門化”と“研究”をうながした。大正時代には、日本を代表する英文学者が三名、相ついで亡くなった。上田敏（一八七四〜一九一六） 、夏目漱石（一八六七〜一九一六） 、
厨くりや
川がわ
白村（一八八○〜一九二三）らである 上田は語学（英独仏伊や古典語）に堪能であっ ばかりか、国語の運用力にもすぐれ 美辞を弄することに非凡な才能を発揮した。
かれは広くヨーロッパ文学を紹介したり、訳詩を発表し、 『 学論集』 （明治
） 、訳文集『みをつくし』 （明治





























を発表することであった。ヨーロッパ 史書の大半は、文書館、博物館、大学図書館などが保管している古文書（古写本、古記録）私記、書簡などを材料とした、独自の研究であ 。つまり“原史料”に依拠してなした独創性に富んだ研究であったと える。
日本史研究のばあい、ふつう国内の古文書や、古老の談話などを素材としておこなうため、独自の知見や新し 解釈 くわえることができる。



































に共通に存在する“背景”を広くすれば、英文学の理解もまた広く る、 いっている（竹友藻風「日本人の立場より」 『英語青年』第六十五巻第二号所収、昭和６・４） 。
大正時代の官立大学の英文科における卒業論文のテーマは、古典的なものが多かったようだ。それもわれわれの生活から、かけ離れたもの、非













































































・１）は、 「英学者の態度」 （市河三喜） 、 「英文学研究の態度」 （斎藤勇） 、 「わが国
に於ける英文学研究」 （島田謹二）を、さらに同誌第七十九巻第十号 「英文学研究方法考」 （島田謹二）を矢つぎばやに掲載した。
これまで見てきたように、日本人の英文学研究はどうあるべきかについて、何人かの先達の意見を紹介してきたが、確固とした方針にもとづく









































































者は翻訳 り、いままで読ま かった古典や洋書をよみ直したりした（福原麟太郎「外国文学について」 『新潮』所収 昭和
8・４） 。













































































































高村 　　学者としての立場に立つか、批評家 して感受性で作品そのもの ぶつかっ 行くかということですね。 （中略）たとえば、ポーをやろうとすれば、 で手に入るの こう 本の形 なって るも でしょう。しかし、たとえばポーの編集 た雑誌などとい
ものは手に入らない。むこうに るより手がない。むこうにいれば、日本人でもやり得るだろうと思う。こっちへ帰って来たら、資料的にとても追っつかない。 （中略）
むこうにいて一番それを感じました。図書館 行けば雑誌がそろっ いる。ぼく いた所などでは、ポーの編集したのがずっ ある ポーが埋草に書
いたものまで見られる。そういうことを本格的に研究するんだったらかなわない。 （中略）
資料だけでは、文学の本質がつかめない い 。そ からもちろん社会的な方法 か そう うこと 叛逆し いる。ど もさっきから考えて る 、
資料をあつめてやって行く方法は悪くはないが、何もむこうのものと対等になって喧嘩する必要はないかも知れない 、ただ行詰りがある。 （中略）

















加納 　　先程から話に出たような、資料 そろわないということは痛切です。 （中略）新制大学がたくさんできて、各大学が紀要とか論集を出すが、あいつ 紙くずをつくるだけだ、その点はあると思う。だけれども、読んでみると、若
い人に一つ二ついいのがある。 （中略）

























資料の調査は、研究の基礎作業とはなりえても、文学 研究そのものではない である。このような欧米依存主義は、いまな 残存している。
矢野によると 研究というものは、他からの“引用”ではなく、独自の批判にもとづいてなされた“原作からの引用”なのである。
わたしは生前 矢野峰人のけいがいに何度か接した。あの明せきな 歯切れ よい語りくち、そし えらぶらず、高ぶらない 恭謙 人 らを
いまおもいおこす。
矢野がじぶんの研究は、日本国内しか通用しない“国内版”で って、 “海外版” （外国に通用する研究）と標榜するに足らず、と、へりくだっ





















































ない。語学力は、学校におい 訓練によって身につけ のが、いちばんよ 方法であるが、教師 力や資質にもいろいろある ら 一概にいえない。わたしにとって 英語は比較的すきな科目であったが、とくに語学の才が ったわけでなく、そこそこできたて どである。
日本語はまったく英語と語脈を異に いるから、おなじ欧文脈のフランス人やドイツ人などが英語を学ぶ以上に、日本人は不利な立場に立た






















































これまで人があまり気づかなかった点に、人の注目をあつめよう する。 く て研究テーマが定まり、それを独自の監識と主観的批判により
論評しようとする。研究をおこなうには、研究対象にほれ込む必要があり、義理でいやいややるというわけにはゆかぬ。無我夢中になれることがいちばん重要な要件である。
英文学がわが国に伝わってゆうに一世紀以上 なり、この間に先進 者により、何度も研究方法について反省や建設的な提言がなされたが、い





















英文学研究は、われわれ日本人になにか研究の手法や方向に指針をしめしてくれるかもしれない。フランスの英文学者がたどった道程は、何かを示唆してくれるかもし ない。なぜなら、フランス人にとって 英文学は、われわ 日本人にとってと同様、外国文学であり、研究の出発点はおなじだからである。
ガリア人の末裔であるフランス人は、俗ラテン語から派生したロマンス語（フランス語）を用いている。フランス人は、極言すれば、イギリス





一方、ひらがなとカタカナ、漢字の組み合わせによって構成されている日本 を母語とする 日本人は、横文字と対峙したとき、 じめ












し、作品ぜんたいを情緒的（ふんいき的）にとらえ、その印象をじぶんのことばで綴ればよい では かろうか。要は西洋の学者の口まねをして、むずかしい理屈をならべたてるのではなく、じぶんが感じたところのもの、じぶんの鑑賞を伝えればよいのではな ろうか そ ためにも、恩師島田謹二は 「原文をよくよめ」と強い調子でいったことをおもいだす。
＊
英文学者の卵をそだてる大学院の制度と教育についても一考せねば らない。国立私立を問わず、大 院の英文学教育は 教育と研究の実をあ
げていない。不断に研究をおこなっている教師はすくなく、また研究のやり方 知っている者 すくない。半可通 教師が、知識 乏しい学生にえらそうに講義しているだけであり 講義の中心は、テキストをよん 訳しているだけである。原作 ふか 味わいに迫る うな評釈や解説 ほとんどないのがふつうであ 。
そして英文学研究法についての話や、修士論文や博士論文作成の指導もない。指導教授にしても、じっさい研究らしい研究をやっていないから、
人さまに差し出がましい指導などできないのである。





















































たものであった。島田 簡潔な文体。晦渋なところがすこしもない 章。息がかよい、 彩に富んだ叙述。文章から情景がは きりと浮かんでくる、力強い描写力。
息のながい、しかも何度も行きつもどりつしなければ前に進めぬ、おもしろ味に欠けた文章を読まされてきたわたしには、島田論文は目がさめ
るような述作であり、われを忘れてよんだ。そこには一篇の小説をよむようなたのしさがあり、読みおえても、知的昂奮がいつまでもさめやまなかった。島田の入魂の一作である。
わたしは島田のもと受講生でもあったから、その口吻と人となりを思いおこしながら そ 長編論文を味読することができた。ああ どうした














ク・シュール・メール パリ、ルーアンそ 他を訪ね歩い その間、各地 文書館、図書館で珍し 資料 偶目でき、予想外の収穫をうることができた。つぎに記すアンジュ エの記述に、読者が何か新鮮味を覚えるとしたら、それはひとえにそのときの取材の成果のおかげ ある。
＊




















































































































































































講を二コマであった。後者はポーの「アッシャー家の崩壊」とワーズワースの『プレリュード』の購読であった。 『プレリュード』の授業をのぞくと、記憶はだいぶうすれている。ルネッサ ス英文学 おいては、プリントを用いたろうか 黒板にチョークで何やら文字を書いたような記憶がある。
ポーの短篇「アッシャー家の崩壊」は読了することができず、二度ほど補講をやったが、それでも終らなかった。この授業の印象と想い出は稀



































rélude ou la croissance de l ’esprit d
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がら、小じんまりと暮らしはじめた。アンジュリエ とっておじに当たるオーギュスト・ラクールは、実業家（建築請負業者）であり、生活にゆとり ある町の名士のひとりであった。おそらくアンジュリエの一家は、この“オー ュ トおじ”から生活の援助をうけたものであろう。
























「いまの美術学校が当時の中学校である」と教えられた。一八五八年十月にいちばん低い第八学年生となり、ついで上級のクラスへと進んだ。中学校に在籍ちゅうは、すなおなよい生徒とはいえず、どちらかと えば奔放な子どもであった 学校の課業に らいらする生徒であった。いろいろ本をよんだが 気に入ったものだけを熱心によんだ。勤勉な生徒ではなく、気がむけば深夜まで勉強するタイプであった。
のちにアンジュリエの終生の友となる学友ルイ・オヴィヨン（医師）の回想によると、アン















































































































年が明け、一八七一年の一月下旬、病いがぶり返した。こんどはミライユ街にある尼僧院 病舎に入院するはめに陥ったかれが入れられた場所は、白い、小さな清潔そのものの部屋 あった。そこから庭がよく えた。患者は大切に扱われ 尼僧たちは骨身をおし
68（5）
学匠詩人　オーギュスト・アンジュリエ



































らは、 “革命自治体”を宣言した。そ ためパリのいたるところで小ぜり合いや戦闘がおこり、また銃殺刑などの殺りくがおこなわれていた。おまけにパリは、プロシャ軍に包囲され 窮乏にあえいでいた。人は食べられるものなら、何でも口の中に入れた。
十八日、朝から砲声がきこえる。モンマルトルの丘のあたりで大砲をうばうための戦闘がはじまった、 いう。アンジュリエは軍服 身につけ
ているから、危くて街路をうろうろできない。ヴァヴァン街のサント・マリー・ホテルにひきこもっていた





れたテーブルのうえのローソクの火 げの中で、ひそひそ おこなわれた 突然、ドアをノックする者がいた。ホテル ボーイ ある。ルコントとクレマン・トマ 両将軍が銃殺され、あちこち バリケードが築かれた、といったニュースを知らせてく た。
ときどき街中を通ってゆく、兵隊の軍靴の音が こえてくる 外の喧騒にくらべて、この部屋は何んと静かなことか。ここにあるのは、静寂と、















































っていた。そのためには、あきらめず 根気よくコツコツと勉強せねばならない。けれど一カ月ほどすると、生徒の課業や宿題のめん うをみたり、食堂でいっしょに食事をしたり、日曜日には教会へつれて行 り、散歩に連れだしたりする復習教師のしごとがいやになってきた。あれほどうとましかっ イギリスの生活が、秋もふけて十一月ごろ なる 、なつか く思えてきた。
ともあれ、アンジュリエは、元気あふれる年ごろの二十代である。青春のまっ盛りである。ひとなみに街の中をうかれあるきたい年齢である。その年のクリスマスには、カルチエラタン（パリの学生街）の友人らとパーティを計画し、女の子たちを呼んで大さわぎをした。誘 に乗って
やって来たのは、どちららかといえば尻軽の町娘で る。飛び切り上等の美人は なかった。ふつう きりょうの明るい女性たちだった。多くは美校生、医学生、法学生とい た連中 恋人だったり 愛人であった そういったあまり品行のよく い、若い娘 ちと乱痴気さわぎをやった。
そうかと思うと、目や耳をこやすためにコンサートに出かけたり、ルーブルの美術館に出入りする。アンジュリエは、人を愚 にする の助










































アンジュリエは、グリニッジに滞在ちゅう、大いに本 よ 、またさかんに詩をつくっ 。ロンドンまでは 時間とかからぬか 、たびたび出






















読書は、か を空想の世界に運んでくれは たけれど、じっさい外国でひと で暮らしてみると、心細さやわびしさから逃れることはできない。
毎日、うつうつとして日 送っているわけではないが、日曜日がくると、限りなくわびしくなる。学校のまわりは、静寂に閉ざされ、聞えてくるのは教会の鐘の音だけである。どんより曇った空 、春から夏にかけて、明るさをます。気持がすこしは晴れる時節である。
五月の末のある日曜日、か は大きな編み上げ靴 はき、ステッキとシェイクスピアの本をたずさえて野原を歩いた。陽気はあたたかく、小道











かけ、夜帰路につくとき、馬車にのった。ふたりは無言のまま、手をにぎり合って 。七月二十日にも会い、手をとりあっていなかの小道を歩いた。そしてその年の八月五日、かれはこ 娘にさいごの別れを告げた。Ｊは すすり鳴きな ら、かれの とを去って行った。……
アンジュリエは、いつの間にか二十六歳になっていた。かれはしみじみ 自己を省みる。おれはいままで何をしてきたか。今後 どう生きるべ























かれは余暇をみいだしては、英文学 ギリシャ・ラテンの文学作品を読みふ った。とくにイギリス以来 習慣で 出校するまえの二時間をギ
リシャ語を勉強することに当てた。そして本をよむときは、いつもペンを握 てい 。
かれはアグレガスヨンの受験勉強をおさおさ怠ることはなかったが、一八七五年度の受験を見送ることにし、一八七六年度を目ざ ことにし 。
シャルマーニュ高校におけ 仕事 なれていなかった らである。









othing is so difficult as a beginning 》
《




















































































がある。いままでおれは何をしてきたか。大したことはしていないのである。うん 勉強し、どんどん物を書かねばならない。ああ青春は足早にすぎてゆく もうとっくに三十 すぎた。
アンジュリエは、勉強家であった。一日六時間、大英博物館の図書室にかよい、午前十時から午後四時まで、もうれつに勉強する。 し 早朝
の二時間は、つねにギリシャ語の勉強にあてた。ギリシャ文学の目ぼしい作品は、すべて読むつもりであっ から。
かれはバー ズを研究の中心にすえると その周辺から攻めること し、まわりにいるイギリス作家をむさぼるように読んでゆく。本を読むこ
とだけに没頭せず、ときに頭をやすめるために、自由を謳歌する 研究 補助として イギリス人 その社会を究めようとする。









頭の中で描い 計画では、ロ ドンからエディンバラまで行くのだが、その行程はなるべくリュックサックを肩 して、徒歩でいきたい。たま


































トフォード＝オン＝エーヴォン（イ グランド中部、ロンドン 北西一六四キロ） むかった。
汽車は、二人のフランス人を せて、一路シェイクスピアの生地へ はこぶ。アンジュリエは、車窓 みる青々としたウォリックシャー州 景



















































































ーン川沿岸の町）に たり、さらに十一世紀に創建された大聖堂で有名なイーリ （イングランド東部）やケンブリッヂなどを経て、ロンドンに戻ったのは、一八七九年九月二十九日 こと ある。すでにイングランド、スコットラ ドの周遊旅行を開始して、約三ヵ月になろ としていた。











































































ーエーに滞在ちゅうも研究の必要上、いくどか海をわたりイギリス、スコットランドに赴いた。大英博物館の図書室で文献をあさり、一八八四年 三月から四月にかけて、スコットランドでふたたびバーンズ 遺跡をたずね かれはうまずたゆまず研究をつづける。まじめな労働者が、時間がじゅうぶんあるこ を知っているかのように ゆっくりと仕事をする。
苦心のかいあって、ついに『ロバート・バーンズ研究』は完成した。一八八六
年の秋、内閲をこうため 第一稿がソルボンヌの事務局 送られた。それを読み、報告書をかく役は、英文学助教授のアレクサンドル・ベルジャム ある この年アンジュリエは三十八歳であった。
翌一八八七年三月ごろ、ベルジャムの承認をえ、受理される見通しが立った。















献呈の辞 　　序文 　　第一部 　　伝記
第一章 　　アロウェーとマウント・オリファント（一七五九〜一七七七）一 　アロウェー 　　幼年時代二 　マウント・オリファント 　　教育 　　青春期第二章 　ロッホリア（一七七七〜一七八四）一 　青春 　初恋二 　アーヴィン滞在三 　見習期間 　　はじめての過ち 父の死第三章 　モスジールとモーチライン（一七八四 三月〜一七八六年十一月まで）一 　僧侶との対立二 　詩の流れ 　幻影三 　心のあらし 　ジェイン・アーマー メア ー・キャ ベル四 　突然の名声 　エディンバラにむかう第四章 　エディンバラ（一七八六年十一月〜一七八八年二月まで）一七八六年のエディンバラ一 　 から八七年の冬
―











不安 　　クラリン のエピソード 　　どうしようもなくエディンバラを立ちのく 　　結婚





ベルトレの卑しいジャック一世 　　ギィルバートフィールドのハミルトン 　　アラン・ラムゼー 　　ロバート・ファグソン
四 　　要約第二章 バーンズのうちの人間的生活一 　直かに観察することと活気二 　バーンズのユーモア三 　バーンズの天分の成功四 　生涯の高貴なる側面 フラ ス革命の反響 　　自由と平等の詩人バーンズ 　　貧しいひとびとの詩五 　人生観第三章 　愛の詩人バーンズ一 　愛の
詩うた
二 　愛の喜劇三 　要約第四章 　バーンズにおける自然についての情緒一 　バーンズが自然 中 みたもの二 　動物にたいする思いやり三 　バーンズの中にみられる自然観が、いかに現代詩における自然観と異なるか
第五章 　　結論




























































































ー（古典語） 、アレクサンドル・ベルジャム（英文学） 、エルネスト・リヒテンベルガー（独文学） 、アルフレッド・メジェール（外国文学） 、ジェバール 伊文学 セアイユ（美術史）などが審査にくわわった。
審査員らの副論文に関する一般的講評は、けっしてよいものではなかった。イギリスの若いロマン派詩人の生涯と作品をラテン語で取りあつか











































































































































































































































































































































とりのときも、家政婦といっしょにマスエ街の古い家を出て教会へ行くときも、いつも黒 ドレスを着ていた」とある。彼女は背が高く、鼻筋が通っていて、目は ても碧かっ 、という。しかし、イザード教授の論証は、説得力に欠けるものであ た。
わたしは、フォンテーヌという女性 名が心にひっかかっていて 同人についてもっ 知り
たいと思った。そこでブーローニュに滞在中、再度ドゥーエーの文書館を訪れるこ にした。が、わたしのような東洋人は、文書館において、各種の機器を扱ったり 記録 調査するさいの土台となる古色をおびた分厚い台帳をくって検索することは、まず不可能である。記録保管人の女性は に検索方法をおしえても、らちがあかない 見てとって、わたしに代っいろいろ調べだしたが、ひじょうに難渋 。
“T”夫人がオーギュストに宛てて出した手紙の封筒。
〔Bibliothèque Municipale de Boulogne-sur-Mer 蔵〕
“T”夫人が書いた暗号による文面。





























































いまのオーギュスト・アンジュリエ街）に出かけるときは、ソフト帽をかぶり、短いマントをはおり、首に赤とか黄色の派出な色のスカー をまき、手に折カバンをもって行く。体格はがっしりしてい 夢でも見ているかのようにゆっくりと歩いてゆく。日焼けした顔、目はすこし切れ長であ 。あごひげをはやしている。風貌は労働者のようであり、大学教授というよりも、商船の船長のような印象 ひとにあたえた。
“T”夫人と考えられる写真。
〔Bibliothèque Municipale Boulogne-sur-Mer 蔵〕
（98）2
学舎に着くと、教授室を見むきもしないで十五名ほどの学生が待つ教室




しに、 「だめ」だとは っしていわ い。
リール時代のアンジュリエの初期の学生 して、その薫陶を受けたＪ・

































































































































































































































































































essort de la C
our d
’A


























































































atériaux originaux sur A
uguste A
ngellier et ceux des hom
m
es qui le concernent. I ow
e the copy of follow





〔資料 　一〕オーギュスト・アンジュリエの出生についての記事。〔資料 　二〕オーギュスト・アンジュリエの出生届。 
L
’an m




atin, devant nous Jean C
harles M
ollet, m
















lequel nous a présenté un enfant de sexe m
asculin né
 
avant-hier à deux heures du m
atin, de lui déclarant en son
 
dom
icile en cette ville, rue D
avid d
’angers num






acour, sans profession, âgée de
 
vingt six ans, S











uguste Jean ; les dites déclarations et
 








enuisier, âgé de cinquante trois ans aïeul
 
de l ’enfant, et d
’antoine Joseph L
ano, cafetier âgé de trente et
 
un ans, dem
eurant tous deux en cette ville, et ont le père de
 
l ’enfant et les tém





















âgé de 26 ans, né en cette ville, est com
paru devant nous （＝
m




aire de la ville de D
unkerque.
Il nous a présenté un enfant de sexe m
asculin né avant-hier （＝

er juillet ） à
2h du m
atin, en son dom
icile （＝





















de naissance ） et cette présentation （
de l ’enfant ） ont été faites en






enuisier, âgé de 5 ans,
aïeul （＝
grand-père ） de l ’enfant, et d
’A
ntoine Joseph L
ano, cafetier âgé de  ans.
Ils dem
eurent tous deux en cette ville.
A
près lecture （
de l ’acte de naissance ） le père de l ’enfant et les tém
oins ont
signés avec nous （＝
le m
aire ） le présent acte.
　　　　　　　　　　　　　
T














e the copy of follow










e the copy of follow







ate de décès : 
28 février 1911
H









































































































, entrepreneur de travaux publics, 57 ans,
 
chevalier de la L







, docteur en m
édecine, C





















































































ate de décès : 
28 février 1911
H









































































































, entrepreneur de travaux publics, 57 ans,
 
chevalier de la L







, docteur en m
édecine, C







































































































e the copy of follow





















































il huit cent cinquante-sept, le vingt quatre m
ars onze heures du m
atin, pardevant nous P
hilippe Joseph P




aire de la ville de D
ouai, départem
ent du N




enys, âgé de quarante-six 
ans, brasseur, dom
icilié en cette ville, lequel nous a déclaré que A
delaïde T
hérèse D
ebuisson, son épouse, âgée de trente-cinq ans, est accouchée 
avant-hier à cinq heures du soir en sa dem
eure, rue de la M
assue, 5, d
’un enfant du sexe fém
inin qu













arent, âgé de cinquante-cinq ans, m
archand, dom
iciliés en cette ville, am
i du com
parant lesquels et le dit com











































































il huit cent soixante-quatorze, le sept juillet à onze heures du m
atin, pardevant nous A
lexandre F
leurquin, adjoint au m
aire 
de la ville de D
ouai, départem
ent du N
ord, délégué par lui officier de l ’état civil, ont com





ontaine, âgé de vingt-
six ans et six m
ois, m




ord ） le dix décem
bre m
il huit cent quarante-sept, y dom
icilié, m
ajeur, fils de F
élix F
ontaine, 









éra, son épouse, décédée 
au dit S
olesm
es, le seize janvier m








enys, âgée de dix-sept ans et trois m
ois, sans profession, née à D
ouai le vingt-deux m
ars, m
il huit cent cinquante-
sept, y dom
iciliée, m
ineure, fille de feue F
rançois F
olquin D
enys, brasseur, décédé en cette ville le treize novem
bre m




ebuisson, sa veuve, âgée de cinquante-deux ans, brasseuse, dom
iciliée au dit D
ouai, ici présent et consentante, d
’autre part ; 
L
esquels nous ont requis de procéder à la célébration du m





anches vingt et un et vingt-huit juin dernier à m








’il soit survenu d
’opposition. A
près avoir donné lecture de l ’acte de naissance du futur, de l ’acte de décès de sa m
ère et du certificat de 
publication et de non-opposition délivré par l ’officier de l ’état civil de S
olesm
es, lesquelles les pièces resteront annexées au présent acte après avoir 
été paraphées par nous et par les parties ; de l ’acte de naissance de la future et de l ’acte de décès de son père qui nous ont été représentés et qui 
dem
eurent déposés aux archives de l ’état civil de cette ville, nous avons interpellé les futurs époux, ainsi que le père du futur et la m
ère de la 
future, ici présents, d
’avoir à déclarer s ’il avait été fait un contrat de m
ariage ; à quoi il nous a été répondu affirm
ativem
ent et que le contrat avait 
été reçu le vingt-deux juin dernier par M
e C
ardon, notaire à D
ouai, et à l ’appui de cette déclaration, il nous a été rem
is un certificat ém
ané du dit 
notaire, lequel après avoir été paraphé, sera égalem
ent annexé au présent acte ; après avoir aussi donné lecture des publications faites en cette ville 
et du chapitre six du code civil au titre du m
ariage sur les droits et devoirs respectifs des époux, avons dem
andé aux futurs époux s ’ils veulent se 
prendre pour m




’eux ayant répondu séparém
ent et affirm
ativem
ent, déclarons, au nom






enys sont unis par le m
ariage.
D
e quoi avons dressé acte en présence de N
estor L
em
ahieu, âgé de quarante-huit ans, m







ayen, âgé de quarante-sept ans, rentier, am







enys, âgé de vingt-trois ans, sans 
profession, frère de l ’epouse et de E
ugène F
abre, âgé de trente ans, avoué, am
i des époux, dom
iciliés à D
ouai, lesquels les époux, le père de l ’époux 
et la m















































































il huit cent soixante quinze, le vingt décem
bre, à m













ontaine, âgé de vingt sept ans, m






lequel nous a déclaré que T
hérèse M
arie D
enys, son épouse, âgée de dix huit ans, est accouchée en cette ville, hier à onze heures du m
atin en la 
dem
eure de sa m
ère, rue de la M
assue, 9, d
’un enfant du sexe m
asculin qu






e tout en présence de F
rançois D
em
ey, âgé de quarante et un ans, et de Jean B
aptiste Q
uiquem






ouai, lesquels et le dit com



























































il huit cent soixante-dix-huit, le vingt six m
ai, à m
idi, pardevant nous A
uguste P
aul M
augin, adjoint au M









ontaine, âgé de trente et un ans, m






ord ）, lequel nous a déclaré que T
hérèse M
arie D




est accouchée en cette ville, en la dem
eure de sa m
ère, rue de la M
assue, 9, hier à cinq heures du soir, d
’un enfant du sexe m
asculin qu
’il nous a 









enys, âgé de vingt six ans, 
brasseur, oncle de l ’enfant, et de L
ouis D





ouai, lesquels et le dit 
com





















































il huit cent soixante-sept, le quatorze novem
bre à m




éharelle, adjoint au M














arent, âgé de soixante cinq ans, propriétaire, dom




de cinquante-huit ans et sept m
ois, brasseur, né à E
squelbecq （
N
ord ） le prem
ier avril m
il huit cent neuf, dom
icilié a D






ebuisson, âgée de quarante six ans, fils des défunts B
enoît D
enys, cultivateur, et Jacqueline D
uyck son épouse, est décédé hier à trois 
heures trente m
inutes du soir en sa dem
eure rue de la M
assue num
éro 5 et sur le certificat de M
e F
aucheux, docteur en m
édecine qui a constaté ce 
décès, nous avons dressé le présent acte que les com
parants, neveu et am





















































il huit cent quatre-vingt-huit, le deux avril à m
idi, pardevant nous A
uguste P
aul M
augin, adjoint au M














baut, âgé de cinquante ans, com
ptable, dom
iciliés à D




âgée de soixante six ans et cinq m
ois, brasseuse, née à D
ouai le deux octobre m
il huit cent vingt et un, y dom












lace, 9, et sur le certificat de M
e F
aucheux, docteur en m
édecine qui a constaté ce décès, nous avons dressé le présent acte que 
les com





trophe à ajouter dans  ans：
P









t clôt, et clôt sa porte.
S
trophe à ajouter dans 8 ans：
M
ais l’heure doit venir, venir
O





orte, porte et barrière.
E
t quelque jour prochain, prochain,
L
es vannes seront closes；
E
t l’on verra le vieux m
oulin
P





































oulin, tout blanc, tout blanc,
A
u bord de la rivière,
E
st toujours sonore et trem
blant
D
’un flot, d’un flot d’eau claire.
S
on vieux m
ur est couvert, couvert
D
e lichen et de m
ousse,
E
t on vieux toit de chaum
e est vert,
C
ar l’herbe, l’herbe y pousse.
D














oulin, si vieux, si vieux,
S
i blanc de sa poussière,
R
ien n’est jeune et noir que les yeux
L







st en fleur sur sa joue,
S
a voix chante avec l’eau qui fait
T









ui sur l ’herbe sèche et la m
ousse
S
ous les vieux aulnes
T
om



















ans les tristesses am
assées
D













 the original in the author ’s collection.
〔資料 　十五〕 “Ｔ”夫人がアンジュリエに送った暗号文の一部。アンジ リエが亡くなる前によんだ愛人からきた最後の通信文の断片。2 janvier 9
L
undi 2 janvier 9
--A
ngellier dut recevoir cette letter le 3. Il m
ourut le 28 février suivant, m
ais il était déjà très m
alade et de m
oins en m
oins présent. C
’est sans doute les 
dernières lignes de son am
ie qu
’il eut encore la force de déchiffrer.--
.lundi une heure.... cher / aim
é je n
’ai eu ta letter / que ce m
atin. E
lle m
’a / bien m
anqué hier et / toute la journée / j ’ai été sous la / tristesse de 
cette / privation. Je ne suis / pas étonnée du diag-/ -nostic du m
édecin. / Il ne fait aucune cho- / -se. Je m
enagera /
2.............. / plus aucun visite / sauf celle du m
é- / -decin. S
ans que tu le / perçoives, tu prends / de la fatigue m
êm










































ilières. / l ’entrée, la sortie, les / pas dans l ’escalier / sont trop. Il faut / faire de la fragilité /
.précieuse...... / rester beaucoup / au lit, lire doucem
ent / et il faudra soutenir / tout cela de l ’appui / de m




pen- / -sée qui im
agine des / soins, des caresses / et du secours et qui à force d
’être / là, prévoira tout et /
.sera le prem
ier à / te faire se sentir le m
ieux. / je vis, m
on bien aim
é, dans l ’attente des let- / -tres. Je ne te quitte / pas, repose toi dans / （
m
）es 
bras. Je t ’aim
























oète et critique, professeur et historien de la littérature anglaise, naquit à D
unkerque, le 
er juillet 88. S
on 
père, qui était m




er, qui l ’éleva dans cette dernière ville à 
partir de 85, ainsi qu
’une fille un peu plus jeune. P
our gagner sa vie, elle tenait les livres de ses frères, entrepreneurs de constructions. L
’ainé 
des L






aladie les eut em
portés, avant leur trentièm
e 
annèe, A
uguste fut traité com
m
e un fils par son oncle, qui lui laissa en 895 une grande partie de sa fortune et une m






’au baccalauréat au collège de B
oulogne-sur-M




années de rhétorique supérieure, il se présenta au concours de l ’É
cole norm
ale, m
ais entre l ’écrit （
où, on l ’a su depuis, il se classait deuxièm
e ）
et 
l ’oral du concours, un incident m
it aux prises le censeur du lycée et les grands élèves ; une sorte de révolte éclata dans l ’internat, et A
ngellier, 
considéré à tort com
m
e un chef du m
ovem
ent, fut, par m







ille, dont les sacrifices avaient été grands, l ’événem







e cultivé, qui 
dirigeait à B
oulogne un petit pensionnat pour jeunes A
nglais, lui procura une situation en A
ngleterre dans un établissem
ent analogue au sien. L
a 
guerre de 870 ram
ena A
ngellier en F
rance, et il s ’engagea pour la durée de la guerre dans le m
êm
e régim




yon, puis sur B
ordeaux, ou une broncho-pneum
onie, contractée durant le rude hiver, m
it ses jours en danger ; il rentra à P









Il avait pris en G
rande-B
retagne le goût des choses anglaises, et com
m
e, après 870, on rèorganisait l ’enseignem
ent des langues vivantes, 
A
ngellier s ’orienta décidém
ent de ce côté. R
entré en grâce auprès de l ’U
niversité par l ’interm
édiaire de son ancien proviseur, J. G




harles, son professeur de philosophie, il est nom
m
é en 87 répétiteur au lycées D
escartes. S
ix m
ois après, il est licencié ès letters et, en 
87, se classe prem
ier au concours du certificat d
’aptitude à l ’enseignem
ent de l ’anglais dans les lycées et collèges. 
D
élégué dans les fonctions de professeur à C
ondorcet, où il ne fait que passer, puis à C
harlem
agne, il accom
plit dans ces deux lycées le stage de 
trois ans exigé alors par les règlem
ents pour l ’inscription au concours d
’agrégation, qu
’il passe en 876. N
om
m
é professeur titulaire à C
harlem
agne, 
il reste à P
aris jusqu
’en 878.
Il habitait alors rue B
réa, n. 6, et prenait ses repas dans une pension de la m
êm
e rue où fréquentaient des peintres, des sculpteurs, des 





es goûts et ses allures ètaient d
’un artiste, et la régularité de 
l ’enseignem
ent secondaire n
’était pas sans lui peser. S
ollicité par un com









handy, quelques articles à L
’É
vénem
ent, collabore aussi au T
élégraphe, feuille éphém






e ailleurs, il ne peut supporter la contrainte.
E
n 878, il dem
ande et obtient une m
ission pour étudier sur place le fonctionnem
ent des universités britanniques. C
ette m
êm
e année, il 
（2）97
prononce et fait im
prim
er une conférence sur L
a C
hanson de R




dédiée à la m
ém





n 88, le poste de m
aître de conférences à la faculté des lettres de D
ouai lui est offert, et il l ’accepte, estim
ant que son devoir est de 
coopérer au réveil et à l ’affranchissem
ent des universités provinciales. D
ès lors il se donne à la tâche de form
er des élèves, de stim
uler le 
développem




unique aux études anglaises et qu




’avoir épuisé sa force.
C
ependant, il travaille à ses thèses de doctorat, et, en 89, après quinze ans de lectures, de voyages et de m
éditations, il fait paraître, avec 
une thèse latine sur John K






a vie, ne se contente pas de dire l ’ém
ouvante destinée du poète 
paysan ; c
’est aussi l ’évocation de l ’É







es oeuvres, étudie les origines littéraires de B




la nature, et dans la préface oppose nettem
ent la critique esthétique à la critique prétendum
ent scientifique. A
ngellier rejette les constructions 
abstraites, à priori, de T
aine, dont le systèm
e 《
a faussé et étreci l ’im
age de la littérature anglaise 》. 《
Il est tem








oins que par l ’exem






 peine docteur ès lettres, il est nom
m
é professeur de littérature anglaise à l ’université de L
ille, où, de 897 à 900, il rem
plit les fonctions de 
doyen. E
n 902, il est détaché com
m
e m
aître de conférences à l ’É
cole norm
ale supérieure, m
ais revient en 90 à son université du N
ord qu
’il ne 
devait plus quitter. D
ès 89, il était allé se rem
ettre d
’une assez grave m
aladie au bord de la M
éditerranée, dans le village du L
avandou （
V
ar ） que 
96（25）
学匠詩人　オーギュスト・アンジュリエ
lui avaient indiqué le peintre C
azin et Jean A
icard. B
ien des hivers, par la suite, devaient le ram
ener dans ce coin des M











’il fut pris brusquem
ent des accidents cardiaques auxquels il succom





’ici que du professeur et du critique. Il nous reste à parler du poète. C
elui-ci se m
anifesta dès l ’adolescence par l ’am
our 
de la nature et de la solitude et par des vers couronnés aux jeux F
loraux, publiés dans des périodiques boulonnais ; m
ais il faut attendre 872 pour 
trouver m
ieux que des prom
esses. E
n 88, le poèm
e en l ’honneur de F
rédéric S
auvage, lu au théâtre de B
oulogne, m
arque la fin des vers de 
jeunesse et de circonstance.
E
n 896, paraît A
 l ’am
ie perdue, histoire d
’am
our racontée en cent soixante-dix-huit sonnets, depuis la rencontre et la passion enfin partagée 
jusqu
’au jour du sacrifice où le devoir sépare l ’am
ant de celle qui veut être avant tout une m
ère. L
e dram
e auquel nous devons ce recueil fut 
réellem
ent vécu à partir de 88 environ, m
ais les sonnets, que seuls des am
is intim
es connaissaient, ne furent im
prim
és, sur leurs instances, que 
dix ans plus tard.
L
’am
ie perdue a bien existé ; c
’était, selon le D
r O
vion, 《
une très noble figure de fem
m
e 》, et rien n
’a altéré le culte qu
’A
ngellier lui a rendu 
jusqu
’aux derniers jours de sa vie. E
lle dom
ine une grande partie de son œ








ais ce recueil contient aussi des pièces de pure virtuositè.
S
ous l ’influence de la M







ontaine, et, de 905 à 9, parut la sèrie 
des volum
es groupès sous ce titre général : D
ans la lum
ière antique. D




905 ） et les D
ialogues 
civiques （











inspirée au poète par un deuil de l ’am
ie perdue. E
n 9 parurent L
es Scènes, com
prenant L
e banquet chez C
linias, L




aïs, et, en 92, un recueil posthum
e, où des pièces inachevées du cycle antique (L
’aventure de Silène et de P
an, N










ngellier allait s ’élargir encore et son élection à l ’A
cadém
ie française étendre sa 
renom
m







e il arrive souvent, a grandi depuis sa m
ort. E
n 9, la piété du D
r O
vion réunissait des V
ers de jeunesse et, en 9, 
B
oulogne-sur-M
er inaugurait un buste du au ciseau de M
arqueste. C
ependant, la guerre et l ’invasion justifiaient les craintes du poète et donnaient 
une allure prophétique au D
ialogue du vieillard et du guerrier, écrit dix ans plus tôt. E
n 928, L
ille érigeait à son tour un m
onum
ent du sculpteur 
D
épléchin. E
n 925 étaient nés, grâce au professeur D
elattre, les C
ahiers A
ngellier, destinés à recueillir, avec des lettres et des pages inédites du 
m
aître, les souvenirs de ses am





ngellier ont été rem
is par le D
r O
vion à la bibliothèque m
unicipale de B
oulogne-sur-M




se trouve dans une caisse qui ne doit pas être ouverte avant 9.
A
u physique, A
ngellier était un hom
m
e robuste, au teint cuivré, aux cheveux noirs ; il portait la m
oustache et la 《
m
ouche 》
qui découvrait sa 
bouche prom
pte au rire et plutôt sensuelle. C
e qui attirait d
’abord, c
’étaient, sous le front large, des yeux étonnam
m
ent profonds et expressifs. S
a 
voix était chaude et prenante. L
a parole, qui tâtonnait parfois à la recherche du m
ot juste, de l ’im
age forte, ne reculait jam
ais devant la franchise, 
voire la verdeur, de l ’expression.
D
’un trait inoubliable, ce liseur d
’esprits dessinait la silhouette et évoquait le m
oi profond de tel ou tel. A
u m
oral, ce qui le caractérisait, c
’était 
l ’am
our de la vie, la com
préhension, l ’indulgence pour tout ce qui n
’était pas m
esquinerie, P
etite vanité ou am
bition vulgaire. S
i son besoin de 
solitude et de recueillem
ent était parfois intense, sa sociabilité n
’était pas m
























un artiste viril, aim
ant la nature sous tous ses aspects, et d
’un penseur riche en idées, ém
ane une large sagesse hum
aine faite d
’intellectualité 





















ouvenirs personnels, souvenirs du D
r O
vion et du professeur E
. L
egouis. D
e ce dernier, une substantielle 
préface introduit des P
ages choisies d
’A









 l ’exception de l ’É

























ngellier, art. paru dans la R
ev. de F
ribourg, janv.-févr. 90, reprod. 
dans Œ
uvres et m
aîtres ; les notices parues en 9 dans la R




ev. de l ’enseignem
ent des 
langues vivantes ; L
’enseignem






























orrespondant ; enfin le C
ahier A
ngellier et 
bulletin annuel des anglicisants lillois, 925 sq. （
P
aris, D



































his essay is com
prised of four chapters: （
 ）
T
he study of E
nglish literature in Japan―





















as in the tw
enties of the M
eiji era （
i.e.880s ） that the study of E




nglish ability  of general academ
ics w
as not high enough to specialize in E
nglish literature. T
he scholars and students w
eren
’t likely 
to go any further than trying to read and understand the original texts. In other w
ords, their E
nglish w





ritings of general scholars of E
nglish literature in Japan w
ere borrow
ed straight from
 the pioneers in E





rote after the fashion of W
estern scholars. G
enerally this is still the m
arked tendency in Japan. T
he Japanese aren
’t rich in originality, and 
poor language skill has arrested the developm
ent of technical study of E





eans a foreign literature. It is the sam
e w





distinguished services in the study of E
nglish literature in F
rance, m
aking free use of their aesthetic appreciation and psychological approach as 
w
ell. T




9 ）, the anglicist, as a case study.
A




a vie et les oeuvres
”. H
ow






as due to the tutorage from
 P
rof. A






ngellier is not w
ell know
n in Japan. S
om








ne of the m
ost eager scholars of A
ngellier w



















as engaged then in studying the F
rench school of E




publishing short essays on it now
 and then. H
e first published, “T
he F









the annual reports of the literary course （
no. ）, published by the departm





e reissued it w
ith m
ajor enlargem





























’s study on the F




pleted, all of his m
anuscripts w








ust keep his nam
e in m










ice in 978 and in 980. H












’t conduct any survey of A
uguste in these cities, except m




ater on he published his travel sketches tw
ice in the “R
ising G
eneration























elattre and a field investigation conducted by m
e both in E













rench in his tw





ho often appears in his pocket notebook. W
ith so few




as cloaked in m
ystery. A







lle appartenait à la riche bourgeoisie locale―
E
lle avait fait un m
ariage m
alheureux et, après la naissance 







an of noble presence, she seem
ed to be sunk in grief. 
“les yeux bleus dans un visage de brune pâle, le regard net, les 
（0）9
sourcils éleves sur un front large, un nez droit de patricienne, la lèvre fine, le m







ere interested in identifying the w
om
an but in vain. A










er Juillet 1848 naissait à D
unkerque A
uguste A
ngellier qui devait devenir le “P
etrarque B
oulonnais












chests ） deposited at the m
unicipal library in B
oulogne-sur-M















eing spurred by the article appearing in “L
e B
ayou

















. Izzard, a specialist of A
m
erican literature, w














rof. Izzard found 《
a very old lady, w
ho, w
hen she w
as alone, or accom
panied by her housekeeper, alw
ays clothed in black, leaving 
her old house in the rue M
assue to go to the church 》. T
he lady w
as tall, straight, w
ith deep blue eyes. It w
as am
biguous w






ngellier designated as ‘T
’ in his notebook.
A
t the m
unicipal library in B
oulogne-sur-M
er, there are five chests containing m
any letters exchanged betw
een A





ritten in cipher due to the scandalm
ongers. T
he letters w









ere not open to the general public by 980. N
ow















unicipal library in B
oulogne-sur-M






” and her photograph in one of the five chests. 
T
his clue helped m




ed to be very difficult at first. H
ow
ever, due to the assistance of archivists, 












as born on 22 M
arch 857 in the rue M
assue N






















as born in E
skerbeck and died on  A
pril 80 in the rue M
assue N




as born in D
ouai, 82 
and died on  A






ccording to the A
cts of M






ontaine, 26, a m
erchant of iron and a resident in S
olem
es, at 
the age of 7. T
he bridegroom
 w
















as born 20 D
ecem










as born on 25 M
ay 878 in the sam
e place as above.
T
he bride and bridegroom
 w
ere born of rich parents. T
he identity of ‘T
’, the learned m
adam












er of 2005, I spent a m
onth in E
ngland and in N
orthern F
rance, m
aking a field investigation on A
uguste A























ain purpose of visiting som
e cities in F
landers in F
rance w
as to find traces of A
uguste A
ngellier as w
ell as to find som
e new
 facts concerning him
.
A
lthough there still rem
ain som
e buildings related to A
uguste both in E
ngland and in F
rance, m
ost of them
 have been destroyed. In B
oulogne-
sur-M
er, his palatial m
ansion, bequeathed by his uncle, rem
ains intact in the rue B
eaurepaire N












ander during the occupation years. M
r. and M
rs. D
avid kindly ushered m
e into the interior of the house.
In conclusion, I ’d like to express m














any others, for providing every convenience for the benefit of m
y research, as w
ell as to som
e of the m
unicipal libraries and 
archives both in E
ngland and in F
rance for providing assistance during m
y research.
（
 ）
F
loris D
elattré: L
a personalité d
’A
uguste A
ngellier, tom
e P
rem
ier, P
aris, L
ibrairie P
hilosophique J. V
rin, 99, p.28
（
2 ）
ibid. p.29
